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球磨川中流簾瀬・紳闇地域の地質構造＊
エビラしセコーノ七

The Geolo面cstructure of Ebirase and Konose districts, 

Mid-stream of Kuma-river, Kumamoto-Prefecture. 

（昭オ1123年 3月 20日受理）

＇勘部良編齢 (KKAMMERA) 
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九州球磨川流域は，いわゆる球磨紀伊山地の最西部に裳り，古生界・中生界などの

見事な露出に悪まれている。貨にこの地域は，西南日本外偕の層序・地質構造・地史

を究明する上に，重要な場所の 1つである。従来もこの地に対しては研究が試みら

れ，特に大谷壽雄學士ク廣範な地域に亘る中生界・古生界の層序および構造に闊する

研究 1) と，大町四郎學士の八代中生層地域の研究 2) とは重要な貢献であった。 しか

し，外帯の地質の研究が進むにつれ，なお究明すべぎ諸点も噌して来たので，今までの

某礎の上に立つて，わが九大地質學敦室では，さらに一屑知識の向上をはかりたいと

・企て，研究を貨施しつヽある。

この計盪の一部として，松本逹郎教授指導の下に，筆者は先づ球磨川中流々域凧車瀕・

籠瀬地域 3)の調査に従事した。 この地域の地質桔造的位置は，外幣の古生層帯と四

万十川帯との境界をなす重要構造線（佛像一糸川線に相嘗）上，ならびにその北方隣接

地に嘗る。四國でいえば，丁度佛像線の通過する斗賀野盆地とその北隣りの佐川盆地

の一部に相営するわけである。彼地では諸學者により詳細な調査が行われ，注意すべ

（＇ 

-x- 1946年 9月卒業論文“球應／II中流簸瀬・紳瀬附近(7J地質構造及び層序”として版扱った研

究のうち，特に地質構造に躁する摘要である。

1) 大谷壽雄；熊本縣八代附近球磨紀伊山地の層序と構造地質學雑誌， 33巻，197緯，

2) 大町四郎：代中生層の層序及び構造：地質學雑誌， 45巻． 535臨．

3) 熊本縣球磨郡紳瀬村，一勝地村，蛇北郡吉尾村，大野村，百洲来村．八代郡上松求麻村一帯

（五万分の一：佐敷，日奈久参照）令

＼ 
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き地質構造とその骰逹史が報告＄れていることは周知の所である。果して九州では

ど八な地質構浩が観察＄れるだろうか？。この点を主目的として攻究した所，こヽに

特徴のある地質構造を認めろ事が出来た。よつてこれについて報告し，批判を仰ぐと

共に，網績して行いつ＼ある将来の研究の一士台としたい。

もちろん，この主題を究明するには，基礎として，あるいはそれと密接に闊連して，

次のような種々の課題を妍究しなければならない。 （象）敷帯にわかれて分布する古

生層の化石層序學的ならびに比較岩相論的問題，（2）古生層に示されている地質構造

の特質， （3)古生層諸帯間に，消長のある V ンズ朕幣の形で分布する中生層の層序・

岩相・封比の問題，（4）それら中生層に示ごれている地質構造，（5）中止層と古生層と

の層序的ならびに構造的闊係，（6)四万十川帯の中生界の屑序と構造 (7)構造線に

そつて分布する火成岩•愛成岩類に闘する問題，（8) 後生断層系統の検討，そしてこ

れらは結局，（9）外帯の地質構造0地史に嗣する全般的の問題となっていく。以上に

闊しては，今回の調査からある程度は資料を得た。そのうち前掲の主題と園連が特に

深い事項については，本篇中に記述しよう。しかし全般的の解答は将来にまたなけれ

ばならない。私共はこれらについて引績いて研究を宜施しでいる c

この研究には，野外に室内に松本逹郎敦授から直接御指導を賜った。また古生界の

‘化石鑑定については烏山隆三助教授に御敏示を仰いだ。 野外調査中は各村々役場の

各位と，本村忠雄氏，ー原編次氏，｛股屋生駒氏，高澤総吉氏，松山政吾氏に多大の御援

助をいたゞいた。こ＼に特記してこれらの方々に心からなる謝意を表する 1)。

II. 層序及び構造総誼

球磨川中流々域餃瀬・神瀬附近の主龍をなす地層は古生層で得闘犬に配列し，各帯は

瓢晉詳乃至は擾翁L幣で代表される構造線（または構造幣）で境している。中生層は，大

谷涵雄學士による縦瀕の鳥巣式石灰岩2)の発見，ならびに大町四郎學士の球磨川畔三

坂に於ける Entomonotisochotica (KEYSERLING) を含む上部三畳紀層の殺見 l) によ

つて，明るみに出苔れて来たが，その詳細は不明であった。今回の調査によつでそれ

1) 本研究の一部にはには文部省自然科學研究費を使った。記して営局に謝意を表す。

2) 大谷壽雄 前出

3) 大町四郎：熊本縣八代郡に於ける Pseudomon、otisの新産地，地質學雑詰， 44巻， 521韓，（雑報）

9,' 

ヽ
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らの中生層ば上述の構造線または古牛層幣内に於ける梢造線に件つて，狭長な幣状を

なして分布していることがわかった。それらを北方からあげると次のようである。

鳥巣層群（大町學士の坂本層群）

ー一廠層 （擬倒帯または破砕帯）一

火成岩•愛成岩類

ー一噺層 （刷胤幣または破砕帯）ー一

輿奈久幣古生層

幣造構木キ破が

~
・
ー
＼

ー一瓢晉 （破i噂及び基距火成岩類）一

三坂三燥紀層

—覇層 （破砕帯及び基性火成岩類）一

吉尾帯古生層（北偕）

ーニー廠層 （破砕帯及基性火成岩類）一

飯瀬中生層（鳥巣式石灰岩を含む）

～ー一繭層 （破砕瞥及基性火成岩類）一

吉尾儒古生層（南帯）

--1薔屑（破砕帯及び基性火成岩頻）ー 匹凡構造線

天月愕古生層
-rマ・ッキ

幣造構石い

,

n／ト瀬セ

`

‘

‘

,

ノ

幣造構瀬
尺
縦立

.I~ 

ー一斯層 （破砕帯及び基性火成岩類）一

紳瀬中生層（鳥巣式石灰岩を含む）―—響層（破砕幣及び基性火成岩類'.~) l凧車瀬楠造帯
天月愕古生層の一部ー一噺帰（破辟麟疇性火成岩類）—-穂拠構造線I
帥瀬儒古生層

ー一覇層（破砕楷及び基性火成岩類）ー・大坂間構造線
,1 ～ザりマ，

時代木詳中生層（四万十川統）

註 1) こ入に構造幣とはいくつかの構造線群を一括していうものである。

2) 腋瀬中生層，神瀬中生層中には六射珊瑚，床板珊瑚，蘇虫類，巻艮等を多産する黒色有欄質の烏巣

式石灰岩を合がそれらり中生層は鳥巣層に同定される可能性が強い滋物部）II層群中にも類似

の石灰岩があり，また非石灰岩中心化石に恵玄れなし のヽで， こゞでは腋瀬中生層，稗瀬中生層と

恨によんでおく。

→ 
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3) 嘗地域においては，大谷學士は北から輿奈久帯，烏巣幣，扉申瀬需，砂岩・頁岩幣に分けられた茄，筆者の分

幣と心腱係は次のようである。

大谷學士

興＇奈久幣

鳥 巣 幣

紳 瀬 帯

砂岩・頁岩帯

筆 者

f奥奈久帯古生附
三坂三昼紀層
し吉尾帯古生層心北測心ー咽部

！吉昆幣古生屑（北帯＼
9 9 9 し

渡瀬中生層

l 
／、吉尾帯古生暦（南孵）

天月帯古生層l前車瀬中生層
稗涜帯古生層

時代未詳中生層（四万十！i|統）

すなわち，大谷學士の艇奈久臀豆と鳥巣需との境界は，筆者cり瀬戸石構造線l!)南方約 1粁位(/)所をもつて

されたが，どのような証撼によつてなされたか， iまつきりしない。それは重要な構造線ではたいようだ。

そして氏の鳥巣帯は非常に巾廣い分布をなし著しい角岩・珪岩の存在は四圃における烏菓層の岩相と相

容れないので，そ(/..)一部に古生層が存在しないかという疑間があった Qこれはフズリナを含む石灰岩心酸

見によつて，氏の鳥菓帯の大部分が古生層で，烏巣式石灰岩を合む中生暦は，氏の鳥巣帯り南側にだけ狭

長な帯朕に分布することがわかった。

さらに氏の紳瀬儒と鳥菓帯とり境界は，筆者の簾瀬脩の第四帯の南限附近にあるが，こ少南側にも中生

層が存在し， また吉尾幣古生層中に一括出来るフズリナ石灰岩を新に見出した(/.)で，吉尾噂けの南限は第：

者の天月構造線とよぶ構造線をもつてした6 また，氏心蒋瀬需は南，北雨帯に分けられ，南部(/J石灰岩，輝

緑凝灰岩に富む累屑を稗瀬帯とし，北部の砂岩生を天月帯とした。

4) 嘗地においては、上記二中生層が褻見されている痰この外四國における奈良谷層，三寅山層，その他の

地層に相嘗する時代(/.)ものがあるかどうか，決定に至らなかった。そして脚瀬帯中および吉厖幣中に中生

府らしい地層が存在する心を見出したが，化石を登見出来ず明確な時代を決定することヵ渭凋ミたかった。

中生屑挟在の最もよい例は縦瀬構造俯に見るもので，古生帰と中生肝（梢瀬層）と

が，幾つもの平行的な構造線に闘関連して，相交互して恰も sandwich)l大に分布する

事は注目に値する現象である。

古生層・中生層の一般走向は北東東ー南西西方向で，雨者共に平行的で，傾斜は急

疇 (60°-8(）（))をもつて北斜立事が優勢であるが，南斜または直立する事も多く，

一般に著しく立うた構造である。

構造帯（線）は各々その規模の差はあるが，全開として相嘗の幅を有する椅吼帯・破

倅偕を形成し．その中で平行的な幾つかの噺層が存在している。しかし大きい縮尺

で見れば一つの構造緑として表現出来芯。構浩線は地層と殆fど平行し，相互の構造

線自身んまた平行的である。傾斜は急角度で北斜または南斜し，直立の事もあ !J'四
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國で報ぜられているような斤Cl豆n• Klippen を形成すろ低角度の衝上噺層は形成

さていない。

それらの構造線にそつて隠々 Mtta-basalし l¥1eta-diabase等の甚性火成岩類，ある

いは---Quartz-Porphyritc等の貰入がある。．

基性火成岩類は殆んどすべての各構造線咬たは擾胤帯に現出して兵り，各古生屑な

らびに鳥巣式石灰岩を合む縦瀬中生層，紳瀬中生層，および三坂の上部三畳紀層に対

しても明瞭な貰入闊係を有し，目下調査中の八代・坂本地域の嗣係と考え併せて，こ

れらの艮入は中生層愛形渾動に伴ったものと推定されろ。芯らに，この基性火成岩

類と瀾係を持つだろうと考えられる熱水溶液の影響によって，貰入芯れた周 bの地層

は熱水髪質を受けている。

そして，これらは Dolerite.,Basaltとして貰入したものが鎖物髪化を受けたものである。岩骰の大きさ

は，輻 2(）米に逹するものは稀で 5米位のものが多いが，構造線に浩つて横によく追跡出来る。黒緑色披り質

のものから粗粒緑色のもの，または杏仁朕空隙に富むものもある。瀬戸石構造帯およ屯その他のMetabasalt

中には，大小無敷しつ周園の地層の角礫を取りこんでいる事から，破辟された構造線に貰入したことがいえる。

基性貫入者の地層に到する直接の影響は殆んど見られないが，貰入部およびその附近の古生層・中生層の

岩石に見られる珪化作用・鍍化作用・緑泥石化作用・赤磐化作用等の作用は｀貰入岩に随伴した熱水溶液の影

界によるものと考えられ，貫入岩自身もそれらの作用を受けている。 嘗地域において，各所に産する，マン

ガン鑽銅鍍はそれらの作用に基くものである。

岩盟は塊朕の事も多いが，非常に賑砕されて “slaty'’ 構造を呈したり，大小の角礫を有する角礫躁灰岩↓，

檬の外職を興えるものがあって，古生層中の岩石である輝緑凝灰岩や玄武岩熔岩に酷似しているものがある。

さらに，境界面や貫入砦證内において滑動レているのが認められる。以上の事は貫入後の後生婆形が行はれ ／ 

たことを示すものである。また頴微鏡観察によれば tad cataclastic myloniticになっている。

これら基性火成岩類は瀬戸石構造線，大坂間構造線等の第二紋的構造線 1) だけでなく，各帯内に約堺fの

間隔に存在する第三級的構磁線にも貫入しているが，それらは位置を選ばない不規則た貫入ではなくて，上

述のような構造線ならびに擾掘帯に特徴的に著しい。

以上のように，構造線に闘連して：•狭長な中生層を介在する事と基性火成岩類の具｀

入がある事とは，後に詳述する多くの賓例で見るように，嘗地域において確認＄れた

ところであつて？ ←れらは外帯の地質構造の重要な特徽として加えられるべきもので

はなかろうか。

次にそれら構造帯中の個々の断層はどこまでも延長忘れるものではなく，雁行的

配列をなして消長する。したがつて，構造帯中に挟入苫れた中生暦も増大，まだは尖滅

1) 臼杵・八代線を第一級的構造線とみなす，
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すろ。しかし，構造帯，または主要構造線としては著しく追跡することが出来る。そ

れらの幣朕構造を切つて， NE,NvV方向の二系統の後生噺層が登逹しているが，そ

.-れらは中生層帯の消長にはかな bの影響を輿えていろ。

次に，この地質構造形成史に圃連し，中生層と古生層との構造的，層序的間隙の有無

につき言及しなければならない。嘗地域の範園内では，中生層と古生層との不整合の

歿存している所はなく，すべて廠層闊係だが；中生層中には屡々礫岩があり，その礫中

に古生層の諸岩類を多量に合む。そして，元来，古生層上にのる中生層が基底にそつて

すべり噺層闊係にあると考えら訊る所がある。＄らに，中生層・古生層は走向・傾斜共

に平行的だが，それらは厳密にいえば，幾分の斜交が見られ，局部的にではあるが中生

層には中庸乃至緩傾斜の部分が存在し，雨者の地層の韓位度にも差違が認められる。

また注意すべき事は，古生層の岩石の愛形・愛質度は，上部三畳紀層・鳥巣式石灰岩を含

む縦瀬層（およびそれ以-;-I::）の岩石のそれよりも遥に高く，雨者間に著しい差違が認め

られる。こヽにおいて，秩父系と上部三畳紀層間に構造的間隙の存在する事が推定芯

れ，恐らくは外帯に於ても古生代未の著しい地穀愛動が存在したのではないか，とい

う疑問が強い。中生層と古生層との層序。構造的間隙に胴する的確な資料は，嘗地域

の北方坂本・八代地方であがりつ＼ある。

III. 地質構造詳證

前章に記した特徽ある常地域の地質構造に闊し，具膿的の詳しいことを本章に記述

しよう。便宜上，主要構造線（幣）を中心に説明を進める 1)0 

(1) 瀬戸石構造線（帯）

瀬戸石騨北方 300米附近を通9'東方では中津道＾，三坂およーび責に至 b，西方

では平谷上流，内ノ木場谷，立川，誌よび鶴掛に延長＄れる構造線（帯）が存在す

る。この構造線は輿奈久帯古生層と吉尾帯古生層との境界をなし，北東々ー南西々の

方向をもつて，地層と殆んど平行し，直線的に追跡芯れる。これを瀬戸石構造線とよ

ぶ。一般に南に急斜，または直立した噺層で，岩石の破砕擾爾しが著しく，それを切つて

基性火成岩が貰入している。主要構造線ならびにそれに平行し於古生層中の晰層や擾

備L面にそつて，幅 20米以下，通常 5米位の貰入が敷條認められ，芯らに内ノ木場，岩

1) 破木構造帯はその以北の坂本地方の地質と購連が深く，目下研究中たので，本篇では説明を省，く。
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屋川内間の峠道においては，幅敷米の蛇紋岩の逃入が見られる。

構造線に近接した敷十米乃至百米位の幅の粘板岩および粘板岩•砂岩互層は，著しく

愛形・菱質芯れて千枚岩質にな b，また擬礫岩梢造，散点朕構造 1)を示し，貰入岩の周園

の地層または接翁L面にそV''貰入岩に伴つた熱水溶液の影響によつて珪化作用・緑泥

石化作用・鐵化作用等が行われている。 Meta-basalt,Meta-diabaseは相互移化し，そ

の一部はcataclastic,my loniticになって造り，顕微鏡下に明らかに腿砕構造が見られ

る。また貰入岩全膿が著しく毀＄れ，角礫欣または ‘slaty'構造を呈する部分もある。

この構造線より南方簸瀬までの地層は，粗粒乃至中粒の厚い砂岩が著しく肢逹し，角

岩，珪岩，粘板岩を伴う累層で，大谷學士の鳥巣幣に相営するわけであるが，フス呵

ナ石灰岩の殷見によつて古生層であろ事が確認され，この帯を吉尾帯古生層とよぶ。

走向は北東々ー南西西方向で，一般に北に急斜(70° --80°)し，または直立している。

構造線の北側は輿奈久帯古生層で，粘板岩，角岩，角岩・粘板岩互層，石灰質陪黒色

細粒砂岩および石灰岩から成b，吉尾幣古生層とは岩相が著しく異る。また，吉尾幣は

中部二畳紀，輿奈久帯は上部二畳紀で時代的にも差違がある。走向は同様であるが，

一般に南に急斜，咬たは直立している。

重要なことは，この構造線に闊連して，上部三畳紀層が幅約300米以下の細長い帯朕

をなして挟入されていることである。三坂・中津逍間に互いて， Entomonctisの産地が

報告ごれていたが，今回の調査によって，この上部三畳紀層は三坂・中津道間を通b

東方責に追跡＄れ，球磨川以西では漸次尖滅して，平谷には現われない。その南限，す

なわち吉尾帯との境界には， Meta-basaltが貰入し，雨者共に著しい珪化作用が行わ

れている。北限の輿奈久帯との境は，南に急斜した晰層である。

上部三畳紀層は黒色塊状の頁岩，砂質頁岩および砂岩から成り，黒雲母の破片を著

しく含む。 砂岩中には石灰質の V ソズが認められる。 En、tomonotisochotica 

(KEYSERLING)は黒色貞岩中に産し，本層の略々中央部に幅約 1米位の間にだけ求

められろ。

上部三畳紀層と古生層との岩石の愛形•愛質度には明らかな差違があ 9, 前者のも

め方は遥に弱く，整然として店り，雨者間に構造的間隙の存在する事が考えられる。

1) 粘板岩茄ひと・くもめて，白色石英質物質の Laminaゃ，が点紋が無敷に散在したものを恨によぶ。
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走向，傾斜共に雨側の古生層と平行的な部介バ多いが，三坂←中津逍間では北に中

庸Iり全緩傾斜している部分がある。それ自身の構造形態は雨側共に切晰芯れ，完全な

層序を示＄ないので十分明かでない。

以上のよ弓に，瀬戸石構造線は吉尾帯・輿奈久幣雨古生層の境をなすと共に，日部三

畳紀層を挟入し，その規模延長も大で，重要な構造線の一つと考えられる。

（2) 艤瀬構造帯特に新桶如ndwich構造について

a) 構造帯の分布
9‘’’ 

球磨川流域縦瀬においては，吉尾楷古生層中に約 1粁の幅を有する重要な構造帯か

形成芯れている。 大谷學十によつて殷見芯れた縦瀬における鳥巣層（鳥巣式石灰岩

を有するが，鳥巣層と決定するにはまだ疑問があるので，以下は便宜上，育節瀬層と1段に

よぶ）は，賓はこの構造帯に闊連して狭長な帯朕をなして分布するのである。

この構造帯は球磨川以直では殆んど同じ幅で屋敷野）白木に紐き，少し幅を滅じて
ヤシキノ シラキ

磯浸に延長して玉い東方では伊高瀬谷，竹谷上流を継て，約 1乃至 1.5粁の幅で東
シが1::タシ

方に追跡当れる。

この構造帯中には幾筋もの構造線が存在し，消長はあるが略々平行して走る（、それ

らに伴つて簾瀬層が 50米乃至 100米，幅廣い所で 300m米，また時には 20乃至30

米位の幅で，いくつもの細長い帯欣に分れて分布し，これらの簸漉層間には岱らに古

生層の幅約 50米乃至 100米の細帯が挟まつている。すなわち，幅 l乃至 J，り粁の構造

幣中の各構造線によつて，古生層と中生層とが恰も sandwich朕に，相交互して介布し

でいるのである。この構造帯を節瀬構造帯とよぶ。

b) 構造帯の一般的事情

吉尾帯古生層噌賊瀬層の一般走向は北東乃至北東々方向で，雨者互に平行的で，傾斜

は北に急斜(70-80°)する事が多いが，南斜または直立する事もある。箪瀬層中には

中庸乃至緩傾斜の部分が局部的に見られる。 sandwich状に相交互する古生層・第瀬

層の各帯は翡濱L帯または破砕帯を伴う晰層で境忘れるがそれらの斯層は地層の走向

傾斜と全般的に平行の事が多い。

一つの構造線自身に苓いて，ある所で北斜していたものが，その延長上では南斜した

り，直立したりして，ある一方だけに傾斜するというような傾向は保たない事が多い。

曹、｝＂
ー
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構造帯中の各構造線にそつて， Meta-basaltの小岩脈が隠々見られる。これらの岩

脈は古生層中を切る事も，また縦瀬層中の破砕幣にそつて出る事もあって，構造幣全

膿として大きな弱線であることがわかる。また，貰入岩に伴った熱水溶液の影響およ

び貰入岩自身の性欣については，瀬戸石構造線に稔けると同様のことが観察己れる。

C) 古生層・1痕瀬層の岩石の菱形・菱質度ならびに岩相上の差違。'

(1) 古生層の岩石の菱形・菱質度は簾瀕層のそれよりも遥に高く，雨者間に著しい

差違がある。

古生層はもめ方ぴどく，地層は歪曲され，粘板岩中に砂岩が引きちぎれたり，砂岩中に粘板岩が不規則に

引き延ばされたり，また塊朕になったりして層理の保存が良好でない。構造線附近では特に著しく，擬礫岩

構造，散点朕構造を呈している。簾瀬層は一般に整然とした性朕をもち，薄層理のある頁岩，砂岩・頁岩(/_)互層

が著しい。

(2) 古生層中には薄板欣成層をなす厚~ 10米内外の角岩と石灰岩の互層を應

々合み，この石灰岩中にはフズリナおよび巻貝を産する。縦瀬層中にはこのような角

岩・珪岩は含まないが，黒色緻密な骨石質珪質頁岩と貞岩の互層を挟むことがある。こ

の種の岩石は，多くの場合古生層の角岩・珪岩とは麗別出来る。

(3) 縦瀬層中には特徽ある黒色有機質石灰岩がレンズ吠または塊朕に分布し，屡

々 ooliticstructureをもち，また特有の化石を多産する。

(4) 縦瀬層各幣の周邊には礫岩，礫質砂岩があり，その礫は古生層の諸岩類を合り。

古生層中に見られる小規模な小礫質砂岩には．角岩および頁岩の小破片を含むが，局部

的なもので，箪瀬層の礫岩とは異つだl肘伏を持つ。 (1),(4)の事資から鳥巣式石灰岩

を含む縦瀬層と古生層との間に著しい層序・構造的間隙の存在することが推定ぷれる。

d) 構造線および古生層・篤瀬層の消長闊係

球磨川畔には前節瀬層は五幣露出しており、その東西への延長は地質圏に示翠れるよ

うに細長い偕朕によく追跡される。鳥巣式石灰岩は各幣に産し，特有の化石（六射珊

瑚，床板珊瑚，ストロマい凡ーラ，巻貝腕足貝，飾虫類等）を多く含み，その他砂岩

中に Cidarisの剌を産する。

古生層の狭長な帯が，旅瀬層各僣間に幾筋も相交互して認められることは，先述した

ような岩相の差違と角岩，珪岩，フス＊リチを含む石灰岩の存在によつて確認迅れ，よ

く追跡出来る。
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以上のように，古生層・籟瀬層共に細長い帯朕に連績して分布している事は，明らか

な事賓であるが，どこまでもその幅をもaつて平行して分布するものではなく，構造線の

消長と共にかなりの消長が聰められる。例えば，白木北方では簾瀬からの延長が， NvV

噺層ごとにその幅を減じて鍛瀬層は同様に四帯存在するが，北側の三帯間の古生層は

次第に尖滅し， 10米内外の幅となりまたは古生層は挟まれず著しい破砕帯・擾胤帯

として表現され算瀬層は相接して存在するようになる。白木を道る NW噺層以西

朧浸間では，その幅は大いに減ずるが，白木以東におけると同榛の闊係をもつ。しか

し，古生層帯は 60米以内の狭い幅か，あるいは構造線としてだけ表現苔れ，多くの場

合明らかな古生層は挟んでいない。 ごらに，球磨川以東でも同様の消長が見られ，古

生層中の minorの晰層が，その延長上では簸瀬層を挟入する様な majorの噺層とな

る。また逆に，縦瀬層中の一破砕帯として表現＄れていたものが，その延長上では古

生層が突込／いで来て， majorの構造線となるように，構造線の消長と共に，古生層叶コ

生層の分布は大きく見て V ンズ朕に消長する。

9~  e) 瀬瀬層の構造および構造線との闊係。

上述のように消長する縦瀬層の構造を知ることは，この構造幣の地質構造の本性を

知る上に重要なことである。簾瀬層各帯の岩相の配列を見ると，次のようである。 (1)

その帯の雨側の周邊部，すなわち構造線に接して，礫岩•砂岩等の粗粒のものが分布し

中央部に頁岩•石灰岩等がある場合，（2) その幣の一方側の周邊に礫岩・砂岩があり，

反封側の周邊に頁岩•石灰岩が多く存する場合，（3) 頁岩または礫岩だけの場合。

傾斜は局部的に緩傾斜のこともあるが，その幣全證としては殆んど同程度の角度を

もつ。そして，非石炭岩中の化石に悪まれないので，構造究明上不十分な点が多いが，

上述の岩相配列から，（1)の場合は強く黙縮芯れた向斜を形成し，（2)はその一方の

霙だけ現われているものと考えられる。 (3)の場合は一般的でない。すなわも中生

層の構造から見れば，中生層幣は向斜を形成し，古生層幣は背斜の部介に相嘗するわ

けである。

注意すべぎことは，上述のように，中生層帯は各々の周邊に礫岩•砂岩などの粗粒の
漂

ものが存在しているが，すべて破砕幣を伴う断層によってその甚底ですべいまたは

基底近くで切晰ぷれていることである。
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球磨川畔に露出する簸瀬層の最南帯（第五帯幅，約 50米）は著しい礫岩・礫質砂岩だけから成り，古生層

の諸岩類の大小闘礫，角礫を含み，他の旅瀬層帯の礫岩と同類のもので，化石による確証はないが：旅瀬層の

基底礫岩と考えられる。この礫岩帯は 30° 乃至 50° 北傾斜であるが，その南側共に急角度 (80°--90°)の

断層で切廠されている。

次に簾瀬層間に挟まれた古生層の構造は明確ではないが，角岩，珪岩，石灰岩等の配

列朕態から考えて i 箪斜構造か，あるいは駆縮忘れた背斜を形成しているかも知れな

いが，大切なことは，これらの古生層帯は簾瀬層を切る晰層中に突き上つた形を示す

ことで，これは古生層偕が簾瀬層中に尖滅して行く場合に，よく表現されており，また

簾瀬層中の破砕帯に古生層の角岩・石灰岩・粘板岩が突き込んだ形で幅狭く露出して

いるのが観察塁れる。 これに封して簾瀬層は基底ですべり，または基底近くで切噺さ

れて，駆縮された向斜をなして引曳り込まれた形である。

縦瀬層は，主に幅 100米前後のものが多いが，時には 300米にも逹し，また 20-30米

の細帯のこともあり，それらに伴つて古生層も消長することは前に述べた。それらの

露出の幅の差は構造線に封して縦瀬層古生層の

NW・ NE噺層，および浸蝕作用などの後生愛形によつて，その深い部分が出ている

か，あるいは淡い部分が出ているかの差違であつて，同一型構造の部分々々を示すも

のと考えられる。

以上の縦瀬層の構造を模式的に圏示して見れば第 1圏のようである。
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回籠濡中生怜

第 ー 圏

“沈入’'，“衝入”の規模の差と，-

圃圃年生層

旅瀬構造帯における中生層

沈入構造模式圃
ノ

f.) Sandwich構造

上述のように，簾瀬構造帯では古生層と簾瀬層とが細長い幣朕をなして，相交互に分

布している。それらの境界ほ破砕幣を伴う平行的な断層で，その傾斜は一般に急角度

で北斜または南斜し，時には直立する。四國において述べられているような低角度の
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スラストは存在しない。咬た北からの衝動とか，南からの衝動とかいうことは常地域

には常てはまらないことである。 ヽ

地質圏においては，見掛上同斜摺曲や覆瓦構造の概念を輿えることもあるがそれら

／ の構造では説明＄れ得ないものである。咬た，古生層・中生層は共に殆んど平行的な走

向迭よび高角度の傾斜をもち，かなり消長する場合にも正確に地質圏を作れば瘤欣，ま

たは塊欣に孤立することもなく， KlippenFensterに見るような形態も取らない。特

徽は構造帯中の幾筋もの高角度の構造線に闊連して，中生層は沈入 (squeezein)し，

古生層は衝入 (squeezeout)して，恰も sandwich朕に相交互して分布している

のである。

このょうな地質構造は，従来余り注意＄れておらず，むしろ今回新に確認＄札たもの

てあり，従ってこれを表現する適嘗な術語もないので，この新しい地質構造形態に劉

して，松本逹郎数授は“サンドィッチ構造”(SandwichStructure)という新名稲を

提案＄れた。また上述の＇沈入'•‘衝入’という術語も同様に松本教授と共に1尉稲し

ている新諄語である。

その外サンドイツヂ構造の例は，先述の瀬戸石稲造幣中の上部：：：畳紀層の狭長な偕

の沈入がそれであり，＄らに縦瀬の南方雁車瀬幣古生層中にも，同様の構造が敷箇所見

られる。

次に，サンドウイツチ構造の本性を知るには，外幣全般に亘る構造および層序，沈人し

た中生層の正確な構造，玉よび基盤をなす古生層が中生層堆積前にど、／しな構造形態を

• もつていたか，またサンドイツチ構造を支配する構造線が，古生層中のどんな位置に形

成芯れているか，＄らにこのような謝係が外帯全般にあるか，あるいは局部的な現象

かを検討しなければならない。しかし，それについてはこの小地域だけでなく範園を

廣めて調べる必要がある。

(3) 天月構造線
アマ ツキ

簾瀬南方 500米附近を通り，東方では松野，四蔵，日営の北側山腹斜面に追

跡＄れ，西方では天月（オ木），市野瀬，佐敷川峡谷中央部附近に延長＄れる構造線
アマツキ イチノセ

を天月構造線とよぶ。この構造線は，吉尾幣古生層と天月幣古生層との境界をなす。

簾瀬構造帯中の古生層，ならびにそれ以南の天月構造線間の古生層は，主に角岩，珪岩，
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粘板岩から成る。また，中部ご鼻紀を示すフズリナ石灰岩を産し，構造—I::: ならびに岩相

化石上吉尾帯古生層に関すべきものである。天月構造線以南の天月帯古生層は，塊欣

砂岩，粘板岩ならびに敷層の角岩から成り，芯らに天月の石灰岩中には中部石炭紀を

指示するプス内ナを産し，岩相ならびに化石上雨者間に明確な差違が見られる。

構造線は70°-80゚ 北傾斜の晰層で，所により rv1eta-basaltの貰入があり，それに作う

熱水幾質を受けている。この構造線に勁して天月帯の地層の斜交断絶が見られる。

(4) 天月帯内におけるサンドイッチ構造

犬月帯内において，縦瀬のものより簡箪ではあるが，中生層がサンドイツチ構造をな

して古生層中に沈入しているのが確認芯9れた。

a)． 神瀬サンドイツチ帯

紳瀬・段ノ峠山逍の等高線180米附近から，松野，四蔵，日営，大岩の南方約 300米

の山腹斜面を継て，赤松峠，鍋割峠の山道にそい，鳥巣式石灰岩を伴う中生層が分布す

る。約 200米乃至300米の幅をもち，南限および北限共に急角度南斜，または北斜し

た構造線で境＄れ， 10米位の Meta-basaltの貰入がある。＄らに雨側の構造線に接し

て 10米乃至 30米の古生層角岩がよく連績して追跡＄れる。中生層は，雨側の古生

層と共に，北東々方向，中角度乃至急角度で北斜または南斜する。北限構造線に接して，

黒色含礫石灰岩 V ンズが点々と存在し，その中に縦瀬におけると同様の化石を多産す

忍。この中生層帯の北半は板朕頁岩，塊朕頁岩，砂質頁岩を主とし，南半は厚層の砂

岩咬たは礫質砂岩が優勢である。簸瀬層と幾分かの相違が見られるが，石灰岩中の化

石ならびに岩相から，縦瀬層と同層群のものと考えられる。

球磨川以西では，誹瀬を通り球磨川にそつて走る NE断層によつて切腑ごれ，明瞭

な延長は認められない。

上述のように，こヽにおいても中生層はその南北雨限を急角度の断層で限定＄れ，心

サンドイツチ状に古生層中に沈入している。中生層自身の構造としては，その岩相配

列から見て箪斜構造を示すものご思われる。

b)． 市野瀬一祝坂サンドイツチ帯

大野村市野瀬東方字矢風谷の南斜面においては，規模は小さいが，三帯の中生層が沈

入しそれらの間に古生層の角岩・粘板岩が衝入して!Iサンド‘イツチ構造を形成してい
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る。 こ＼にいう中生層は化石店よび石灰岩に恵まれず，頁岩，砂岩，礫岩から成

り，特に礫岩の骰逹著しく，その礫には古生層の諸岩類を含み，他の岩石と共に縦

瀬，雁車瀬の中生層と同様のもの考えられる。

親坂の厚層の石灰岩（紳瀬村岩戸石灰岩の延長）の北側に約 5米のもめた角岩があり，さらに 3米の破

砕された粘板岩を挟んで礫岩が末る。 この破砕帯は後述の稗瀬構造線の延長で，熱水勢質作用，鎮化作用が

ある。この構造線の北方 100米の所に角岩．粘板岩を主とする古生層が巾狭く衝入している。 その間は中

生層の沈入帯である。さらに古生層の衝入柳の北側に幅約 70米の中生層があり，最北の中生層帯との間に

は約 10米の中生層が衝入している。最北の中生層帯は約 100米の巾を有する。その北側の古生層との境

は約 1米の断層角礫を有し，珪化作用が見られる。このサンドイチ帯全静．の幅は約 400米で，廠層ならびに

地層共に急角度で北斜している。

このサンドイツチ帯の東方への延長は， NW噺層によつて切晰ぷれ，器らに雁車

瀬 NE晰層に挟まれて良好な露出がないが，中生層は二帯存在するようである。ま

た西方への延長も NW噺層によつて切られるが，祝坂の西方小谷の入口に認められ

る。非常に接近した敷本の破砕偲が存在し，中生層は二帯（輻約 10米，と 40米）

沈入している。 破砕幣には fl/Ieta-basaltの貰入および熱水菱質が認められる。いづ

れに迭いても，古生層と中生層との岩石の愛形邊を質度には明瞭な差がある。

球磨川以東において，この延長上に嘗る岩戸石灰岩の北側を走る前申瀬構造線に接して，あるいはこれに近

く，角岩，石灰岩の圃礫を含む礫岩があり，頁岩，砂岩および珪質頁岩を伴い，中生層の岩相を示す•地層が狭

く点在するが，山腹斜面で露出悪く的確な騨係は究明出末ない加前述のものと同様に．誹瀬構造線，またはそ

れに平行した廠層によって，中生層がサンドウィッチ朕に細帯をなし・て狭入されているのではたいかと

考えれらる。

市野瀬と祝坂の雨者では，サソドイツチ幣中の中生層沈入の幅には著しい増減が

あり，その状態も異るが，これらの菱化は NE、NW断層による垂直的髪化と地形

的な差に基くものと・思われる。 すなわち前にも述べたように，その深部が出ている

が，淡所が出ていろかの差違であつて．構造線自身としては一つに追跡ごれるべ合も

のである。 （第 2圏参照）

しかし，これらの構造線は中生層，古生層の境をなしてゐる場合にはその存在が明

示忠れるが中生層または古生層中を切る場合には，火成岩類の貰入などに文つて賠

示ごれない限り，その検見に困難を来たし，特に露出不良の場合はその困難は増大する。

そして，上述のように NWまたは NE晰層によってblock状に切噺＄れた場合には，

構造幣姦よびそれに伴う中生層・中生層の分布に著しい愛化を来たして，一見Klippen
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ゃ Deekenのような相貌を示すことがある。しかし，地層および構造線共に庫立に

近い急角度をもつて傾斜しているから，もちろんそれは考えられない。また第2圏に

示すようにその南限は殆んど愛化なく追跡されるに到し，北側では相営の愛移を示す

場合があるが，これも同じ概念に甚き地層の挟入は各帯ごとに愛化があるが，構造線

自身としては追跡されるものと思われる。

中生伶
r~ t —• -9 

疇 紅層

饂石受老
直．4立’伶）

この平面圏は

大野村市野瀬

字矢風谷に見

られる賞例で

ある。

第 2
 
圏

(5) 稗 瀬

後生翫層による中生層沈入帯の幅の増減を示す概念圏

(block Qの上面を現在の浸蝕面とする）

構造

，＇ ’ヽ

線

天月構造線と後に述べる大坂間構造線と？間の従来の誹瀬帯古生層は，球磨川以東

では堤，誹瀬。段ノ峠間等高線500米，仙ノ鼻山のすぐ北側および秋彿山を結ぶ線，以西

では和田，長澤，祝坂を通る線の南側と北側とで著しい岩相の相違が見られる。すなわ

ち，その線以南では厚層の石灰岩，輝緑凝灰岩，菱質玄武岩，角岩および凝灰質粘板岩か

著しい pyroclasticmafrerを含み，砂岩等の elasticmatterは極く僅か蒲層ら成る。

をなして局部的に存在するだけで，その帯全膿として厚層の石灰岩と輝緑凝灰岩の骰

逹は，球磨川流域の古生層中最も著しい。

そして，その線以北は塊朕砂岩，粘板岩を主とする累層で，雨者の間に，はつできりした

岩相の相違がある。 そして南北雨幣の投界線，すなわち厚層の岩戸石灰岩および

その延長の祝坂石灰岩の北側には，明らかに著しい破砕帯を伴う構造線が存在する。

以上の諸事情によつて，大谷學士の誹瀬帯（但しその北限は筆者の天月構造線で限定

) 、
したを二分し，北半を天月帯古生層，南半を稗瀬帯古生層（誹瀬帯プロパー），・および
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雨者の境界をなす晰層を紳瀬構造線とよぶ。この構造的分帯の決定と構造線の規模

'の大小の決定には，雨幣の古生物學的資料に某いた時代的間隙の大小を検討しなけ

‘ればならない。筆者はその資料を得つ＼あるが，古生物の化石層序學的研究が全般と

して進行した後に，時代の検討をゆず bたい。

紳瀬梢造線も急角度南斜，または北斜の破砕帯を形成し Meta-basaltが貰入しま

た熱水雙質も受けている。

(6) 稗瀬帯中における第三級的構造線とそれに伴つて

沈入した中生層らしい岩相について

紳瀬帯古生層は，前節に述べたような諸岩類から成り，四國における，蔵田延男學士

の蜻蛇ケ森相の秩交系 1) に相常すると思われるが，これらの岩石の外に礫岩，砂岩，

頁岩路よび珪質頁岩から成る縦瀬層に似た地層が局所的に存在し，その部分には神瀬

帯に特徽的な石灰岩，凝灰岩，角岩等を伴わない。また岩石のもめ方が弱い。これらの

岩石の分布は，縦瀬・神瀬に唸けると同様に，紳瀬偲古生層中に店ける低次の構造線

に闊連し／c沈入した中生層ではな V、か，と考えられる可能性が強い。その露出の幅は，

後生斯層で切られる毎に増減がある。最大の幅を有するもので約 300米，幅狭いも

ので 10米乃至 20米位である。その雨限は全部晰層で切晰＄れており，凰eta-basalt,
‘汰

鍮

あるいは Quartz-porpbyriteの貰入がある。

走向，傾斜は古生層と同様に北東々方向で；急角度で北斜する。

以上のように，誹瀬帯中においても低次の構造線が存在し，それに作つて中生層が

沈人し，サンドウイツチ構造を形成しているのではないかと考えられる。

（＇1）大坂，間構造線

神瀬帯と時代未詳中生層（四万十川統）との境界線は，球磨川流域大坂間，松本の北

方約 150米附近（新設の大坂間騨）を逍9'東方櫂現山の南側急斜面にそい坂口の

北方］00米の地点に出で，球磨川以西では，ーヒ告上流等高線200米，および桑澤見南

方等高線 330米附近に追跡＄れる。この構造線を大坂問構造線とよぶ。

この構造線は西南日本外儒における秩父古生層分布の最外側線で，四國，紀伊にお

1) 蔵田延男：斗賀野盆地四近の地質學的研究，地質學雑誌， 481巻， 567,568糠．
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ける小林貞一博士の“佛像一糸川線”に相常する。 この構造線に滸つて，誹瀬幣

の石灰岩，角岩が地形的に著しい急峻な山嶺および噺崖をなし、これらが時代未詳中

生層の砂岩，頁岩の上に衝上しているような相貌を輿えているが，雨者の境界では，

左程著しい擾織・破砕を伴わず，傾斜も Overthrustゃ Deeken を作るような低角

度のものではなく， 70.゚ 前後で北斜し，他の構造線と同様に，むしろ急斜した構造

である。

秘本部落北方球磨川右岸道路にそつて，連綬した良好f埠露出が見られる。比較的整然とした中庸傾斜の四

万十川統砂岩との間に 30糎乃至 15糎の小破砕帯をもつて，見掛上上位に余りもめていない古生層の粘板

岩質頁岩が 70ご北斜して境している。すなわちその様におしヽては四國•紀伊に延長さ ；1いるような高次の構造

線であるという期待に反し，大規模な破砕擾欝Lを伴わず，また中生層内においても，境界に平行した小噺層や

すべりを形成しているに過ぎない。

古生層中においては，境界附近よりもかえつて内側の 20--100米位の部分が著しくもめており，北に70°--

60゚ ｛頃斜した石灰岩，輝緑擬灰岩，玄武岩変質，角岩粘板岩などは歪曲され，また破砕されており，さらにそ

の部分に Bronzite-augite-andesite, Meta-basaltの貰入がある。前者は誹瀬南帯中の他の低次の椿造線に

貰入した Quartz-porphyrite・と同様，新期の貫入岩である。

以上のように，境界面におけるよりもかえつて内部の 50-100米附近に，幅廣い擾胤

帯があることは，四万十川統との境界そのものとは別に，内側に重要な構造線が存在

しているのではないかと考えられる。 筆者の大坂間構造線はこれら全部を含めた

ものである。

大坂間構造線は凧車瀬帯の石灰岩の分布から見ると，著しい程ではないが，南方へ少

し彎曲しており，四万十川統の砂岩，貞岩の一部と斜交した形を取る。構造線の南側

において，それに接してまたは近くに四万十川統の礫岩がある。この礫岩は坂口東方

においては，地層の分布駄態から考えて，明らかに構造線下に隠蔽苔れる部分がある。

四國の斗賀野盆地における蔵田學士の研究バこおいても，佛像一糸川線では著しい破

砕を伴わない高角度乃至高角度の衝上面で代表芯れ，その南側に接して中生層の礫岩

が存在する事が報告されている。 これらの礫岩が時代未詳中生層の基底に近いもの

であるとすれば，大坂間構造線及び佛像一糸川線の衝上は訊クよど大きな押しかふせを

形成していないものと考えられる。

軍に構造の形態だけでなく，誹瀬幣古生層の時代，中生層堆積前の古生層自身の構

造および四万十川統の研究が進み，大坂間構造線以北の中生層と封比され，その時代

1) 蔵田延男：前出

ヽ
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と古地理上の位置がわかれば，この構造線の意義も明らかになろう。｀

(8) 四万十川帯の地質構造

大坂間構造線以南は所謂時代未詳中生層（四万十川統）に風し，種々の厚苔の砂岩，

頁岩の互層から成り，それらが背斜，向斜交互に繰り返して幅廣く分布している。

従来，本層群は化石に悪ま札ず，岩相軍調で良好な key•bed なく，研究に多大の不便

と困難を輿えているが，西南日本外帯の地質構造を論ずる場合，大坂間構造線以北の

含化石中生界・古生界の層序，構造と闊連して本層群がどのような構造をなし，岩相，

化石相においてごのような位置を占めるかは大切な問題である。

＼ 筆者は，四万十川統に闊しては球磨川沿い大坂間から一勝地に至る間しか調査して

いないので，こ＼には局部的な観察ではあるが，その地質構造の一端について記し

ておく。

本層群の走向は北東乃至北東々方向で，傾斜は局部的に中庸のこともあるか，一般

に急角度 (70°-80°)をもつて北斜または南斜し，往々直立することもある。大坂間魯

一勝地間に迄いて認められた重要なことは，地層に平行した低次の三つの同級の構造

線が，約 1粁の略々等間隔に存在しており，これらの構造線によつて中生層の構造が支

配ごれている事である。すなわち，四万十川統内においても，地層に平行した急角度

の構造線が重要な意義を有している。

三構造線は北から小谷，淋，池下を通るもので，著しい晰層を形成し，それらの通過
コタニゾゾギイケ Iタシ

する附近 100米乃至 50米の間は地層の傾斜の愛化が多く，もめている。淋を通る

断層においては， Bronzite-andesideの貰入が見られる。 各構造線間の地層は背斜，

向斜を繰り返しているようで，整然としてふり，甚しくは擾箇ばれていない。

(9) NW・NE断層

常地域には， NW乃至 Nww,NE乃至NNEの二方向の断層系統が登逹して

いる。前に述べて来た NEE方向の構造線生成後の後生断層である。二方向の晰層

の相互闊係は， NW噺層が NE：晰層を切る場合，また反勁の場合もあつて，同一愛

動期の所産と思われる。

これらは中庸乃至高角度をもつて NW断層では NE傾斜， NE断層では NW

傾斜のものが多いがその反勁の事もある。 1米以上の断層角礫や粘土を伴うことも
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多く，それらに平行的な小噺層が附随して来る。 比較的大をいものに店いてはいわ

ゆる地層の“引曳り’'を伴う。

それらの後生晰層によつて地層の消長が起り，沈入した中生層が増大尖滅する事が

認められる。すなわら地質圏に示されるように，地層の分布にかなりの水平愛移を輿

えると共に，中生層幣の幅の増減は，相常大きな垂直愛位の存在を階示する。これらの

晰層による中生層，古生層の著しい岩相の愛化は認められないが，各地塊毎に走向，

傾斜が限定されている。

NE噺層中大きなものは肩瀬を通る NE断層で，厚層の岩戸石灰岩はこの噺層

によつて切噺され，祝坂の石灰岩にその延長を求められる。こヽでは大きな水平轄位

を示すが，この晰層以東で NEE乃至 EW方向をもつ地層が，断層以西では NN

E方向に走向をかえるので北方では大きな水平轄位が現はれて来ない。

この外， NE噺層については大谷學土の指摘されたように，地層が NEE-NE-

NNE-NEEに愛化して行く所には NE晰層が認められる。 これら NE噺層は

大谷學士の日奈久噺層に平行である。

NW斯層は地層分布に影響を輿える程度のものが，略々等間隔に存在している。

これら二系統の後生廠層は外幣の地質構造究明上，大切な意義を有しているが，そ

れらの力學的性質につV'ては資料が十分でない。

後記

筆者が現在研究を績行しつ＼ある諸問題のうち，重要なもの l,2を附記して

玉きたい。

1)こ＼に取扱つた球磨川中流々域では，古生層が廣く分布し，その中の構造線（幣）

にそつて，狭長な巾の中生層が存在するに封して，球磨川下流坂本，八代地域では中生

層が廣く分布し，その中の構造偕に衝入構造の形で古生層が小規模に附随して来る。

その上それらの構造帯にそい，種々な火成岩•愛成岩類が著しい巾と延長とをもつて

現出している。苔らに，その東方氷川上流々域では，古生層と中生層とが互に楔朕に入

り組み尖滅し合っている。これら三者の到照は基盤の古生層と，表層髪形をもつ中生

層との地質構造的園係，それらと火成岩。髪成岩類との園係をきわめる重要な素材で

あることを意味し，外帯の地質構造解明上興味ある問題である。
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外帯の中生層は，各地でかなり詳細に研究＄れて来たが，古生層については晰

片的に舟蜀れられただけで，穂括的研究を聞かない。外帯における古生層の層序，地質

構造，配列状態を知り，そして中生層堆積時に，某盤の古生層がどのような地質構造形

2) 

態をもつていたかを把握しなければ，外帯の地質構造骸逹史は十分解明＄れ得ない。

この見地に立つて，

ある。

現在筆者は球磨・ム代山地の古生界の研究に主力を注ぎつヽ

(1947年 9月 15日）
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